









大 会発 表 要 旨1993.11.6





の関係が認められる。特 にそれ らの関係 は炊
事,煮 炊き用の土器に著 しく現れている。
土器の形態 は,東 アフリカ と西アフリカで













る。東アフリカは,ウ ガンダ(ガ ンダ,ジ ョ
パ ドラ,ア チ ョリ,ラ ンゴ,ブ ニ ョロ)。西
アフリカでは,カ ルメーン(テ ィカール,バ
ミレケ,バ ムン)。トーゴ(モ バ,ラ ンバ,
カブレ,エ ウエ)。ガーナ(ア カン,ア シャ




の周辺に居住 している農民 と,キ ョウガ湖の






















ヴィク トリア湖周辺の農民の主食 は,プ ラ
ンテン・バナナである。青い料理バナナの皮
を剥 き,バナナの葉で包み,蒸 したものを潰
してマッシュド・ポテ ト状 にしたものをマ ト








する穀物の粉で作 る練 り粥を主食 とする民族
によって使われている。
練 り粥 は,壷形土器 に水を入れ,炉 にかけ
て湯 を沸か し,その湯の中に雑穀の粉を入れ,









などで作 ったソースに浸 して食べ る。そのた
めのソース煮炊き用の土器をもっている。円
底で円形であるのは,練 り粥用の土器 と類似






























磨 り潰 して料理の味付けに使 う,そのために
豆類を蒸す土器がある。壷状の土器で胴の部










は2種 類の ものがあって,日 本で使われてい






アフ リカの土器は,3個 または5個 の石な
どか らなる炉の形態に対応 して,安 定が よい
形 として円底である。 また食生活が東西アフ
リカほとん ど同 じなので,と もに大きな違い
は認められなかった。特殊なものとしては,
精霊などに対する儀礼用の土器が地方によっ
て作 られているが,こ こでは生活 に直接関係
ある土器にしぼったので,次 の機会で発表す
.ることとして割愛した。
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